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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Preview

最新型の「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が導入された PCCJ 
2022 年シーズンは、6 大会 11 戦で競われている。第 1-2 戦は 4
月 16～17 日に岡山国際サーキット、第 3-4 戦は 5 月 3～4 日に
富士スピードウェイで開催されており、今回の第 5-6 戦はシーズン中
盤戦となる。レースは、「プロクラス（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」

「アマクラス（Am）」と 3 クラスの混走となっており、クラス毎に熱
いバトルが各戦とも展開されている。

第 5-6 戦の舞台となる鈴鹿サーキットは、F1 日本 GP の舞台として
も知られている。全長 5.807 ㎞で、低速、中速、高速の各コーナー
がバランスよく配置されており、世界中のドライバーからの評価も高
いサーキットである。世界的にも珍しい立体交差を有し、右回りと左
回りが入れ替わる 8 の字型のレイアウトとなっているのも特徴だ。そ
して、最終コーナーの立ち上がりからグランドスタンド前のメインスト
レートでスリップストリームを利用し、進入していく 1 コーナーでの争
いも見所の一つで、トータルパッケージが大幅に進化したニューカッ
プカーがどのようなバトルを展開するのか注目される。ここまでの岡

山国際サーキット、富士スピードウェイでコースレコードが更新されて
いるだけに、今回の鈴鹿サーキットでも現在の 2 分 03 秒 796 を上
回るラップタイムが期待されている。

プロクラスは 4 戦終了時点で、チャンピオン経験者の #1 近藤翼と
#60 小河諒がともに 2 勝を上げているが、ポイントランキングではトッ
プの #1 近藤が 90 点、2 位の #60 小河が 87 点となっている。鈴
鹿で 5 レースが行われた昨シーズンの PCCJ では #1 近藤が 2 勝、
対する小河も 2 勝を記録し、このグランプリサーキットでも互角の戦
いを繰り広げている。早くも中盤戦を迎える PCCJ のタイトルの行方
を占う上では、この 2 レースが大きな鍵となるだろう。

プロアマクラスは、ベテランの #98 IKARI、#77 浜崎大、2017
年のシリーズチャンピオンである #9 武井真司による三つ巴の戦いが
展開されている。開幕戦で #9 武井が優勝を飾ると、第 2 戦、第 3
戦はクラスチャンピオン獲得に闘志を燃やす #98 IKARI が優勝。第
4 戦は #77 浜崎が 2020 年の第 8 戦以来となる優勝を果たす。ポ

イントランキングは、1 位の #98 IKARI が 87 点、2 位の #77 浜
崎が 86 点、3 位の #9 武井が 42 点となっており、実力拮抗の好
バトルを鈴鹿でも見せてくれるはずだ。そしてアマクラスは、今年初
参戦ながらプロアマクラスのドライバーを脅かす存在となっている
#10 MOTOKI TAKAMI が開幕戦から 4 連勝中となっている。しか
し PCCJ のベテランドライバーやその他の初参戦ドライバーも徐々に
新型カップカーに慣れて来ているため、鈴鹿で連勝ストップを成し遂
げられるドライバーが誕生するのか注目される。

PCCJ 第 5-6 戦鈴鹿大会のスケジュールは、専有走行が 5月27日（金）
8 時 15 分～8 時 45 分、10 時 30 分～11 時と各 30 分間の 2 セッショ
ン。予選は 5月28日（土）11 時 45 分～12 時 15 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 5 戦が 28日（土）16 時 40 分スタート（10 周も
しくは 30 分間）、第 6 戦が 29日（日）11 時 35 分スタート（10
周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 5-6 戦の決勝レースは
ポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日と
もにライブストリーミング配信される予定だ。

L) Pro Class #60 R.OGAWA,  Am Class #51 T.HARUYAMA 
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Preview

最新型の「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が導入された PCCJ 
2022 年シーズンは、6 大会 11 戦で競われている。第 1-2 戦は 4
月 16～17 日に岡山国際サーキット、第 3-4 戦は 5 月 3～4 日に
富士スピードウェイで開催されており、今回の第 5-6 戦はシーズン中
盤戦となる。レースは、「プロクラス（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」

「アマクラス（Am）」と 3 クラスの混走となっており、クラス毎に熱
いバトルが各戦とも展開されている。

第 5-6 戦の舞台となる鈴鹿サーキットは、F1 日本 GP の舞台として
も知られている。全長 5.807 ㎞で、低速、中速、高速の各コーナー
がバランスよく配置されており、世界中のドライバーからの評価も高
いサーキットである。世界的にも珍しい立体交差を有し、右回りと左
回りが入れ替わる 8 の字型のレイアウトとなっているのも特徴だ。そ
して、最終コーナーの立ち上がりからグランドスタンド前のメインスト
レートでスリップストリームを利用し、進入していく 1 コーナーでの争
いも見所の一つで、トータルパッケージが大幅に進化したニューカッ
プカーがどのようなバトルを展開するのか注目される。ここまでの岡

山国際サーキット、富士スピードウェイでコースレコードが更新されて
いるだけに、今回の鈴鹿サーキットでも現在の 2 分 03 秒 796 を上
回るラップタイムが期待されている。

プロクラスは 4 戦終了時点で、チャンピオン経験者の #1 近藤翼と
#60 小河諒がともに 2 勝を上げているが、ポイントランキングではトッ
プの #1 近藤が 90 点、2 位の #60 小河が 87 点となっている。鈴
鹿で 5 レースが行われた昨シーズンの PCCJ では #1 近藤が 2 勝、
対する小河も 2 勝を記録し、このグランプリサーキットでも互角の戦
いを繰り広げている。早くも中盤戦を迎える PCCJ のタイトルの行方
を占う上では、この 2 レースが大きな鍵となるだろう。

プロアマクラスは、ベテランの #98 IKARI、#77 浜崎大、2017
年のシリーズチャンピオンである #9 武井真司による三つ巴の戦いが
展開されている。開幕戦で #9 武井が優勝を飾ると、第 2 戦、第 3
戦はクラスチャンピオン獲得に闘志を燃やす #98 IKARI が優勝。第
4 戦は #77 浜崎が 2020 年の第 8 戦以来となる優勝を果たす。ポ

イントランキングは、1 位の #98 IKARI が 87 点、2 位の #77 浜
崎が 86 点、3 位の #9 武井が 42 点となっており、実力拮抗の好
バトルを鈴鹿でも見せてくれるはずだ。そしてアマクラスは、今年初
参戦ながらプロアマクラスのドライバーを脅かす存在となっている
#10 MOTOKI TAKAMI が開幕戦から 4 連勝中となっている。しか
し PCCJ のベテランドライバーやその他の初参戦ドライバーも徐々に
新型カップカーに慣れて来ているため、鈴鹿で連勝ストップを成し遂
げられるドライバーが誕生するのか注目される。

PCCJ 第 5-6 戦鈴鹿大会のスケジュールは、専有走行が 5月27日（金）
8 時 15 分～8 時 45 分、10 時 30 分～11 時と各 30 分間の 2 セッショ
ン。予選は 5月28日（土）11 時 45 分～12 時 15 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 5 戦が 28日（土）16 時 40 分スタート（10 周も
しくは 30 分間）、第 6 戦が 29日（日）11 時 35 分スタート（10
周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 5-6 戦の決勝レースは
ポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日と
もにライブストリーミング配信される予定だ。

ProAm Class  L)  #77 M.HAMASAKI, #98 IKARI

Am Class #10 M.TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Entry List

Class Driver 国籍 プログラム名 Entrant

1 1 Pro 近藤 翼 日本
2 7 Pro 山田 遼 日本
3 60 Pro 小河 諒 日本
4 9 ProAm 武井 真司 日本
5 77 ProAm 浜崎 大 日本
6 98 ProAm IKARI 日本
7 5 Am 日本 洋菓子店 カサミンゴー
8 10 Am 日本 Rn-sports
9 17 Am KenRyu 日本 911Service

10 23 Am 滝澤 智幸 日本 911Service
11 51 Am 春山 次男 韓国
12 63 Am 長嶋 重登 日本
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Pro Class (or Overall)                           : 2'03.812　笹原 右京  - 911 GT3 Cup (Type991 II)   2019 SUPER GT Rd.3
ProAm Class（or Gentleman Class）  : 2'05.049　鈴木 宏和  - 911 GT3 Cup (Type991 II)   2018 SUPER GT Rd.3
Am Class                                                : No Record  
  

PCCJ コースレコード

SUZUKA Circuit Course

鈴鹿サーキット ・ コース概要
全　長 5,807m

（東コース 2,243m）
（西コース 3,475m）
幅　員 10 ～16m
メインストレート 約800ｍ
西ストレート 約1,000ｍ
コーナー数 18（左コーナー：8、右コーナー：10）
高低差 約40m

N

60R

70R
70R 70R

75R85R

100R

130R

77.5R

200R
340R

250R

210R

15R

20R

25R

60R

60R

85R

110R

200R

250R

1000R

200R

200R
100R

1st. Curve

Hairpin

Spoon Curve

"130R"

"200R"

2nd. Curve

Degner Curve

“S” Curve
“Gyaku” Bank

Last Curve

Chicane

Main Straight

West Stretch
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Qualify

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：27 度　路面：36 度

最新型 911 GT3 カップであるタイプ 992 が導入された 2022 年の
PCCJ は、今シーズン初の鈴鹿ラウンドを迎えた。今年は 6 大会 11
戦で競われているため、今回の鈴鹿大会はシーズンの折り返しレース
となる。予選前日の 27 日（金）に実施された専有走行は、プロク
ラスの #1 近藤翼が 2 分 03 秒 733 をマークして総合トップとなった。
そしてプロアマクラスは #98 IKARI が 2 分 06 秒 731 を記録してトッ
プに、アマクラスは 4 連勝中の #10 MOTOKI TAKAMI がプロアマ
クラスを上回る 2 分 06 秒 067 を記録してトップに立った。

予選が行われた 28 日は朝から気温が上がっていき、11 時 55 分か
らの予選開始時には 27 度となっていた。30 分間の予選が開始され
ると 12 台のカップカーは一斉にコースインし、路面状況を確認しな
がら周回を重ねていく。そして 3 周目にほぼ全車が 1 回目のタイム
アタックを行い、各クラスでコースレコードが更新されていく。プロク
ラスの 3 台は、トップの #1 近藤が 2 分 02 秒 665、2 番手の #7 
山田遼が 2 分 03 秒 386、3 番手の #60 小河諒が 2 分 03 秒

443 を記録し、従来のコースレコード 2 分 03 秒 796 を上回る。
その後、ピットインし 2 回目のタイムアタックへ向けてマシン調整とタ
イヤ交換し、再びタイムアタックに各車は向かう。ここで、#7 山田
が 2 分 02 秒 537 を記録しトップに立ち、#60 小河は 2 分 02 秒
979 をマーク。ピットで状況を見ていた #1 近藤もラストアタックに
入り、コースレコードを大幅に更新する2 分 02 秒 317 を記録してポー
ルポジションを獲得。予選後、#1 近藤は「鈴鹿でもニューカップカー
は速くて 2 秒台を記録することができました。決勝は他の 2 台とい
いバトルを展開したいですね」と語る。2 番手の #7 山田は「急遽
の参戦でしたが 2 番手を獲得できて良かったです。岡山では 2 レー
スともスタートに失敗したので、今回は気合いを入れていきたいと思
います」、3 番手の #60 小河は「持てる力は出し切れた予選だった
ので、決勝は前の 2 台に食らいついていきたいです」と、決勝への
意気込みを語る。

プロアマクラスのポールポジションを獲得したのは 2 分 05 秒 322
のクラスコースレコードを記録した #9 武井真司。「2 回目のタイム
アタックに向けてマシンをアジャストしたのがうまくいきました。決勝

はポジションをキープできるように頑張ります」と、予選を振り返る。
また、アマクラスのポールポジションは 5 戦連続で #10 MOTOKI 
TAKAMI が獲得。2 分 05 秒 489 のクラスコースレコードも記録し
たが、「今日はミスの多い予選になってしまいました」と悔しがる。2
番手の #63 長嶋重登もアマクラスのコースレコードを更新し「鈴鹿
は好きなコースなので、決勝はプッシュして行きたいと思います」と
意気込みを語る。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 6 戦の予選結果は第 5
戦と同じく、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #9 武井真司、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI が、各クラスのポールポジショ
ンを獲得した。

第 5 戦の決勝レースは 28日（土）16 時 40 分スタート（10 周もし
くは 30 分間）、第 6 戦は 29日（日）11 時 35 分スタート（10 周
もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 5-6 戦の決勝レースはポルシェ
ジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日ともにライ
ブストリーミング配信される予定だ。

P.P : #1  T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Qualify

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：27 度　路面：36 度

最新型 911 GT3 カップであるタイプ 992 が導入された 2022 年の
PCCJ は、今シーズン初の鈴鹿ラウンドを迎えた。今年は 6 大会 11
戦で競われているため、今回の鈴鹿大会はシーズンの折り返しレース
となる。予選前日の 27 日（金）に実施された専有走行は、プロク
ラスの #1 近藤翼が 2 分 03 秒 733 をマークして総合トップとなった。
そしてプロアマクラスは #98 IKARI が 2 分 06 秒 731 を記録してトッ
プに、アマクラスは 4 連勝中の #10 MOTOKI TAKAMI がプロアマ
クラスを上回る 2 分 06 秒 067 を記録してトップに立った。

予選が行われた 28 日は朝から気温が上がっていき、11 時 55 分か
らの予選開始時には 27 度となっていた。30 分間の予選が開始され
ると 12 台のカップカーは一斉にコースインし、路面状況を確認しな
がら周回を重ねていく。そして 3 周目にほぼ全車が 1 回目のタイム
アタックを行い、各クラスでコースレコードが更新されていく。プロク
ラスの 3 台は、トップの #1 近藤が 2 分 02 秒 665、2 番手の #7 
山田遼が 2 分 03 秒 386、3 番手の #60 小河諒が 2 分 03 秒

443 を記録し、従来のコースレコード 2 分 03 秒 796 を上回る。
その後、ピットインし 2 回目のタイムアタックへ向けてマシン調整とタ
イヤ交換し、再びタイムアタックに各車は向かう。ここで、#7 山田
が 2 分 02 秒 537 を記録しトップに立ち、#60 小河は 2 分 02 秒
979 をマーク。ピットで状況を見ていた #1 近藤もラストアタックに
入り、コースレコードを大幅に更新する2 分 02 秒 317 を記録してポー
ルポジションを獲得。予選後、#1 近藤は「鈴鹿でもニューカップカー
は速くて 2 秒台を記録することができました。決勝は他の 2 台とい
いバトルを展開したいですね」と語る。2 番手の #7 山田は「急遽
の参戦でしたが 2 番手を獲得できて良かったです。岡山では 2 レー
スともスタートに失敗したので、今回は気合いを入れていきたいと思
います」、3 番手の #60 小河は「持てる力は出し切れた予選だった
ので、決勝は前の 2 台に食らいついていきたいです」と、決勝への
意気込みを語る。

プロアマクラスのポールポジションを獲得したのは 2 分 05 秒 322
のクラスコースレコードを記録した #9 武井真司。「2 回目のタイム
アタックに向けてマシンをアジャストしたのがうまくいきました。決勝

はポジションをキープできるように頑張ります」と、予選を振り返る。
また、アマクラスのポールポジションは 5 戦連続で #10 MOTOKI 
TAKAMI が獲得。2 分 05 秒 489 のクラスコースレコードも記録し
たが、「今日はミスの多い予選になってしまいました」と悔しがる。2
番手の #63 長嶋重登もアマクラスのコースレコードを更新し「鈴鹿
は好きなコースなので、決勝はプッシュして行きたいと思います」と
意気込みを語る。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 6 戦の予選結果は第 5
戦と同じく、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #9 武井真司、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI が、各クラスのポールポジショ
ンを獲得した。

第 5 戦の決勝レースは 28日（土）16 時 40 分スタート（10 周もし
くは 30 分間）、第 6 戦は 29日（日）11 時 35 分スタート（10 周
もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 5-6 戦の決勝レースはポルシェ
ジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日ともにライ
ブストリーミング配信される予定だ。

ProAm Class P.P.  #9  S.TAKEI

Am Class P.P.  #10.M.TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5 Qualify Result

Am Class  #5 CASA MINGO

1 1 Pro 1 R2'02.317
2 7 Pro 2 R2'02.537 0.220 0.220
3 60 Pro 3 R2'02.979 0.662 0.442
4 9 ProAm 1 R2'05.322 3.005 2.343
5 98 ProAm 2 IKARI R2'05.378 3.061 0.056
6 10 Am 1 R2'05.489 3.172 0.111
7 63 Am 2 R2'06.405 4.088 0.916
8 77 ProAm 3 2'06.739 4.422 0.334
9 5 Am 3 2'08.069 5.752 1.330
10 23 Am 4 2'08.110 5.793 0.041
11 51 Am 5 2'09.795 7.478 1.685
12 17 Am 6 KenRyu 2'10.002 7.685 0.207

Pro 2021/10/30 2'03.796
ProAm 2021/10/30 2'05.937
Am 2021/10/30 2'07.657

Gap LapPos No Class C.P. Name Team/Car

-Wheels(5,807m)
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5 Starting Grid

#7 IKEDA

1
近藤翼

1
1 7

山田遼
2

60
小河諒

3
2 9

武井真司
4

98
IKARI

5
3 10

-sports

6

63
長嶋重登

7
4 77

浜崎大
8

5

洋菓子店カサミンゴー

9
5 23

滝澤智幸
10

51
春山次男

11
6 17

KenRyu
12
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：27 度　路面：35 度
　　　　　　　　　　　　
28日午前中に行われた PCCJ 第 5 戦の予選は、プロクラス、プロ
アマクラス、アマクラスの全クラスで鈴鹿サーキットのコースレコード
が更新される熱い戦いが展開された。プロクラスは昨年 4 度目のシ
リーズチャンピオンに輝き、ここまで 2 勝を上げている #1 近藤翼が
5 戦連続でポールポジションを獲得。2 番手には #7 山田遼、3 番
手には #60 小河諒が続く。プロアマクラスは #9 武井真司、アマク
ラスは 5 戦連続で #10 MOTOKI TAKAMI が、それぞれクラスコー
スレコードでポールポジションを獲得した。

第 5 戦決勝は 16 時 50 分からフォーメーションラップが開始され、
再び全車がグリッドに整列してシグナルレッドがブラックアウトすると
熱戦の火蓋が切られた。プロクラスは、ポールポジションの #1 近
藤が一歩出遅れてしまう一方で、3 番手の #60 小河が好スタートを
見せて 1 コーナーをトップで駆け抜ける。#1 近藤は、トップ #60 

小河の背後に着けてテールトゥノーズで後方からプレッシャーを掛け
続ける。だが #60 小河は焦ることなく、最後までトップを守り続け
て今シーズン 3 勝目を上げる。最終的に 2 番手の #1 近藤との差は
0 秒 233 であった。「今日はスタートを上手く決めることができ、トッ
プに立てたことが勝因です。近藤選手のプレッシャーもきつかったで
すが、逃げ切ることができました」と、#60 小河は喜びを語る。2
位の #1 近藤は「スタートでエンジンストールしかけてしまい、出遅
れてしまいました。何処で仕掛けるか考えていたのですが、チャンス
がなかったですね」と、レースを振り返る。一方、3 位の #7 山田は「今
日は小河選手のスタートが抜群でしたね。でも、レース中に前の 2
台に着いていくことができなかったので、明日はセッティングを見直
してみます」と、明日の巻き返しを誓う。今回のレース結果で、
#60 小河が 112 点、#1 近藤が 110 点となり、#60 小河がシリー
ズポイントでトップに立った。

プロアマクラスは、スタートでクラス 2 番手の #98 IKARI がトップ

に立ち、#9 武井が追いかける展開となったが、#98 IKARI が最後
まで逃げ切って今シーズン 3 回目の優勝を飾る。「最後までミスをし
ないドライブを心掛け、優勝できて良かったです」と喜びを語る。2
位に終わった #9 武井は、「今日はスタートがすべてでしたね……」と
悔しさを滲ませる。そしてアマクラスは、#63 長嶋重登がラストラッ
プのダンロップコーナーで #10 MOTOKI TAKAMI をオーバーテイク
してトップでチェッカーを受ける。ついに #10 MOTOKI TAKAMI の
連勝をストップした #63 長嶋は、「今日はとても嬉しいです。チャン
スを狙っていて、最後の最後で少し膨らんだところで前に出られまし
た。やっと今シーズン初優勝ですが、ここから巻き返して行きたいで
すね」と、意気込む。2 位に終わった #10 MOTOKI TAKAMI は、「今
日はタイヤが厳しかったです……」と悔しがる。

PCCJ 第 6 戦の決勝レース（10 周もしくは 30 分間）は 5 月 29 日（日）
11 時 35 分のスタートを予定している。各クラスのポールポジション
は第 5 戦と同じく、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #9 武井、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。なお、第 6 戦
の 決 勝 レ ー ス も ポ ル シ ェ ジ ャ パ ン の twitter ア カ ウ ン ト

（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

L)  Pro Class Winner #60 R.OGAWA, #1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022- Round 5 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：27 度　路面：35 度
　　　　　　　　　　　　
28日午前中に行われた PCCJ 第 5 戦の予選は、プロクラス、プロ
アマクラス、アマクラスの全クラスで鈴鹿サーキットのコースレコード
が更新される熱い戦いが展開された。プロクラスは昨年 4 度目のシ
リーズチャンピオンに輝き、ここまで 2 勝を上げている #1 近藤翼が
5 戦連続でポールポジションを獲得。2 番手には #7 山田遼、3 番
手には #60 小河諒が続く。プロアマクラスは #9 武井真司、アマク
ラスは 5 戦連続で #10 MOTOKI TAKAMI が、それぞれクラスコー
スレコードでポールポジションを獲得した。

第 5 戦決勝は 16 時 50 分からフォーメーションラップが開始され、
再び全車がグリッドに整列してシグナルレッドがブラックアウトすると
熱戦の火蓋が切られた。プロクラスは、ポールポジションの #1 近
藤が一歩出遅れてしまう一方で、3 番手の #60 小河が好スタートを
見せて 1 コーナーをトップで駆け抜ける。#1 近藤は、トップ #60 

小河の背後に着けてテールトゥノーズで後方からプレッシャーを掛け
続ける。だが #60 小河は焦ることなく、最後までトップを守り続け
て今シーズン 3 勝目を上げる。最終的に 2 番手の #1 近藤との差は
0 秒 233 であった。「今日はスタートを上手く決めることができ、トッ
プに立てたことが勝因です。近藤選手のプレッシャーもきつかったで
すが、逃げ切ることができました」と、#60 小河は喜びを語る。2
位の #1 近藤は「スタートでエンジンストールしかけてしまい、出遅
れてしまいました。何処で仕掛けるか考えていたのですが、チャンス
がなかったですね」と、レースを振り返る。一方、3 位の #7 山田は「今
日は小河選手のスタートが抜群でしたね。でも、レース中に前の 2
台に着いていくことができなかったので、明日はセッティングを見直
してみます」と、明日の巻き返しを誓う。今回のレース結果で、
#60 小河が 112 点、#1 近藤が 110 点となり、#60 小河がシリー
ズポイントでトップに立った。

プロアマクラスは、スタートでクラス 2 番手の #98 IKARI がトップ

に立ち、#9 武井が追いかける展開となったが、#98 IKARI が最後
まで逃げ切って今シーズン 3 回目の優勝を飾る。「最後までミスをし
ないドライブを心掛け、優勝できて良かったです」と喜びを語る。2
位に終わった #9 武井は、「今日はスタートがすべてでしたね……」と
悔しさを滲ませる。そしてアマクラスは、#63 長嶋重登がラストラッ
プのダンロップコーナーで #10 MOTOKI TAKAMI をオーバーテイク
してトップでチェッカーを受ける。ついに #10 MOTOKI TAKAMI の
連勝をストップした #63 長嶋は、「今日はとても嬉しいです。チャン
スを狙っていて、最後の最後で少し膨らんだところで前に出られまし
た。やっと今シーズン初優勝ですが、ここから巻き返して行きたいで
すね」と、意気込む。2 位に終わった #10 MOTOKI TAKAMI は、「今
日はタイヤが厳しかったです……」と悔しがる。

PCCJ 第 6 戦の決勝レース（10 周もしくは 30 分間）は 5 月 29 日（日）
11 時 35 分のスタートを予定している。各クラスのポールポジション
は第 5 戦と同じく、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #9 武井、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。なお、第 6 戦
の 決 勝 レ ー ス も ポ ル シ ェ ジ ャ パ ン の twitter ア カ ウ ン ト

（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

R)  ProAm Class Winner #98 IKARI,  2nd #9 S.TAKEI

Am Class Winner : #63 S.NAGASHIMA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5 Race Result

1 60 Pro 1 10 20'57.567 2'04.906
2 1 Pro 2 10 20'57.800 0.233 0.233 2'04.980
3 7 Pro 3 10 21'07.435 9.868 9.635 2'04.939
4 98 ProAm 1 IKARI 10 21'19.021 21.454 11.586 2'06.779
5 9 ProAm 2 10 21'19.896 22.329 0.875 2'06.543

*1 6 77 ProAm 3 10 21'22.660 25.093 2.764 2'06.956
7 63 Am 1 10 21'23.081 25.514 0.421 2'07.148
8 10 Am 2 10 21'24.238 26.671 1.157 2'07.033
9 23 Am 3 10 21'46.965 49.398 22.727 2'09.273
10 17 Am 4 KenRyu 10 21'47.669 50.102 0.704 2'08.704
11 5 Am 5 10 21'48.334 50.767 0.665 2'08.859
12 51 Am 6 9 22'04.023 1Lap 1Lap 2'09.746

Pro
ProAm
Am

*1

Lap GapPos No Class C.P. Name Team/Car

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium L) Am Class : 3rd #23 T.TAKIZAWA,  4th #17 KenRyu
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 6 Qualify Result

1 1 Pro 1 R2'02.665
2 7 Pro 2 R2'03.386 0.721 0.721
3 60 Pro 3 R2'03.443 0.778 0.057
4 9 ProAm 1 R2'05.506 2.841 2.063
5 98 ProAm 2 IKARI R2'05.711 3.046 0.205
6 10 Am 1 R2'06.225 3.560 0.514
7 63 Am 2 R2'06.571 3.906 0.346
8 77 ProAm 3 2'06.841 4.176 0.270
9 5 Am 3 2'08.435 5.770 1.594
10 23 Am 4 2'08.537 5.872 0.102
11 51 Am 5 2'09.834 7.169 1.297
12 17 Am 6 KenRyu 2'10.161 7.496 0.327

Pro 2021/10/30 2'03.796
ProAm 2021/10/30 2'05.937
Am 2021/10/30 2'07.657

Gap LapPos No Class C.P. Name Team/Car
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 6 Starting Grid

1
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5
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9
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滝澤智幸
10

51
春山次男

11
6 17
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 6 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：31 度　路面：46 度
　　　　　　　　　　　　
前日の 28 日に行われた予選のセカンドベストタイムで決定した
PCCJ 第 6 戦のポールポジションは、3 クラスとも第 5 戦の予選と
同じく、プロクラスが #1 近藤翼、プロアマクラスが #9 武井真司、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。だが第 5 戦の
決勝レースは、プロクラスは 3 番手グリッドスタートの #60 小河諒、
プロアマクラスは 2 番手グリッドの #98 IKARI、アマクラスは 2 番
手グリッドの #63 長嶋重登が制しているだけに、第 6 戦はどのよう
なレース展開になるのか注目された。

11 時 35 分、第 6 戦決勝のフォーメーションラップが開始される。
路面状況を確認しながらタイヤに熱を入れて、再びグリッドに 12 台
のマシンが整列してレースはスタートする。プロクラスは、ポールポ
ジションの #1 近藤が一歩で遅れてしまう一方で、2 番手の #7 山田
遼が好スタートを見せて 1 コーナーをトップで駆け抜ける。#1 近藤
は #60 小河にも抜かれて 3 番手まで後退し、#60 小河の後方から
プレッシャーを掛け続ける。#60 小河と #1 近藤がテールトゥノーズ

のバトルを続けている間に、トップの #7 山田は 2 番手以下との差
を徐々に広げていく。レース後半に入り、#7 山田との差を #60 小
河と #1 近藤は徐々に詰め始めるが、7 周目にプロアマクラスのトッ
プ争いを展開していた #9 武井と #98 IKARI が接触するアクシデン
トがシケイン入口で発生。これにより 8 周目からセーフティーカーが
導入されるが、9 周目に赤旗中断となってしまう。その結果、レース
は 8 周目終了時点の順位がリザルトとなった。

プロクラスはスタートでトップに立った #7 山田が今シーズン初優勝
を飾り、2 位は #60 小河、3 位は #1 近藤という結果に。優勝し
た #7 山田は「課題のスタートを決めることができ、その後は小河
選手からのプレッシャーに負けないように走りました。金曜に急遽参
戦が決まり、最後は優勝まですることができて良かったです」と語る。
2 位の #60 小河は「山田選手を終盤に追い詰めようとタイヤを温存
していたのですが、赤旗中断になってしまいました」とレースを振り
返る。一方、3 位の #1 近藤は「昨日はスタートに失敗したので、
今日こそはと思っていたのですがダメでした。今後の課題はスタート
ですね」と、次戦での巻き返しを誓っていた。

プロアマクラスは、トップ争いを展開していた #9 武井と #98 IKARI
のアクシデントにより #77 浜崎大が優勝。しかし「今日は実力によ
る優勝ではないので、とくにコメントはないです」と語る。そしてア
マクラスは、プロアマクラス 3 台の間に割って入る活躍を見せた
#10 MOTOKI TAKAMI が今シーズン 5 回目の優勝を成し遂げる。「プ
ロアマクラスの 2 台にどこまで着いていけるかを今日は楽しみに走っ
ていました。でも最後は赤旗中断になってしまい……」と振り返る。2
位の #63 長嶋重登は、「今日もチャンスを狙っていたのですが無理
でしたね」と悔しがる。

PCCJ 第 7-8 戦は 8 月 6 日（土）、7 日（日）に富士スピードウェイ（静
岡県）で開催が予定されている。今シーズン 2 回目の富士であり、
ニューカップカーのドライビングに順応してきた各ドライバーが、どの
ような走りを見せてくれるのか注目したい。

F) Pro Winner #7 R.YAMADA,  2nd #60 R.OGAWA,  3rd #1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 6 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：31 度　路面：46 度
　　　　　　　　　　　　
前日の 28 日に行われた予選のセカンドベストタイムで決定した
PCCJ 第 6 戦のポールポジションは、3 クラスとも第 5 戦の予選と
同じく、プロクラスが #1 近藤翼、プロアマクラスが #9 武井真司、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。だが第 5 戦の
決勝レースは、プロクラスは 3 番手グリッドスタートの #60 小河諒、
プロアマクラスは 2 番手グリッドの #98 IKARI、アマクラスは 2 番
手グリッドの #63 長嶋重登が制しているだけに、第 6 戦はどのよう
なレース展開になるのか注目された。

11 時 35 分、第 6 戦決勝のフォーメーションラップが開始される。
路面状況を確認しながらタイヤに熱を入れて、再びグリッドに 12 台
のマシンが整列してレースはスタートする。プロクラスは、ポールポ
ジションの #1 近藤が一歩で遅れてしまう一方で、2 番手の #7 山田
遼が好スタートを見せて 1 コーナーをトップで駆け抜ける。#1 近藤
は #60 小河にも抜かれて 3 番手まで後退し、#60 小河の後方から
プレッシャーを掛け続ける。#60 小河と #1 近藤がテールトゥノーズ

のバトルを続けている間に、トップの #7 山田は 2 番手以下との差
を徐々に広げていく。レース後半に入り、#7 山田との差を #60 小
河と #1 近藤は徐々に詰め始めるが、7 周目にプロアマクラスのトッ
プ争いを展開していた #9 武井と #98 IKARI が接触するアクシデン
トがシケイン入口で発生。これにより 8 周目からセーフティーカーが
導入されるが、9 周目に赤旗中断となってしまう。その結果、レース
は 8 周目終了時点の順位がリザルトとなった。

プロクラスはスタートでトップに立った #7 山田が今シーズン初優勝
を飾り、2 位は #60 小河、3 位は #1 近藤という結果に。優勝し
た #7 山田は「課題のスタートを決めることができ、その後は小河
選手からのプレッシャーに負けないように走りました。金曜に急遽参
戦が決まり、最後は優勝まですることができて良かったです」と語る。
2 位の #60 小河は「山田選手を終盤に追い詰めようとタイヤを温存
していたのですが、赤旗中断になってしまいました」とレースを振り
返る。一方、3 位の #1 近藤は「昨日はスタートに失敗したので、
今日こそはと思っていたのですがダメでした。今後の課題はスタート
ですね」と、次戦での巻き返しを誓っていた。

ProAm Class Winner : #77 M.HAMASAKI

プロアマクラスは、トップ争いを展開していた #9 武井と #98 IKARI
のアクシデントにより #77 浜崎大が優勝。しかし「今日は実力によ
る優勝ではないので、とくにコメントはないです」と語る。そしてア
マクラスは、プロアマクラス 3 台の間に割って入る活躍を見せた
#10 MOTOKI TAKAMI が今シーズン 5 回目の優勝を成し遂げる。「プ
ロアマクラスの 2 台にどこまで着いていけるかを今日は楽しみに走っ
ていました。でも最後は赤旗中断になってしまい……」と振り返る。2
位の #63 長嶋重登は、「今日もチャンスを狙っていたのですが無理
でしたね」と悔しがる。

PCCJ 第 7-8 戦は 8 月 6 日（土）、7 日（日）に富士スピードウェイ（静
岡県）で開催が予定されている。今シーズン 2 回目の富士であり、
ニューカップカーのドライビングに順応してきた各ドライバーが、どの
ような走りを見せてくれるのか注目したい。

F) ProAm 2nd #9 S.TAKEI,  3rd #98 IKARI,  Am Winner #10 M.TAKAMI, ProAm Winner #77 M.HAMASAKI

F) Am Winner #10 M.TAKAMI,  ProAm Winner #77 M.HAMASAKI, Am 2nd #63 S.NAGASHIMA

F) Am Class 3rd #23 T.TAKIZAWA,  4th #51 T.HARUYAMA, 6th #17 KenRyu

F) Am Class 5th #5 CASA MINGO

Red Flag

Pro Class Winner #7 R.YAMADA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 6 Race Result

1 7 Pro 1 8 17'12.296 2'04.836
2 60 Pro 2 8 17'12.815 0.519 0.519 2'04.948
3 1 Pro 3 8 17'17.543 5.247 4.728 2'05.069
4 10 Am 1 8 17'23.877 11.581 6.334 2'07.622
5 77 ProAm 1 8 17'27.113 14.817 3.236 2'07.601
6 63 Am 2 8 17'29.934 17.638 2.821 2'07.456
7 23 Am 3 8 17'47.759 35.463 17.825 2'10.099
8 51 Am 4 8 17'52.363 40.067 4.604 2'11.073
9 5 Am 5 8 18'42.536 1'30.240 50.173 2'08.954

10 9 ProAm 2 7 16'35.425 1Lap 1Lap 2'07.516
11 98 ProAm 3 IKARI 6 12'50.711 2Laps 1Lap 2'07.611
12 17 Am 6 KenRyu 6 13'14.033 2Laps 23.322 2'10.957

Pro 7
ProAm 9
Am 63

Pos No Class C.P. Name Lap Gap

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium
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鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 60 小河 諒 132 25 20 17 25 25 20
2 1 近藤 翼 127 20 25 25 20 20 17
3 91 澤 龍之介 71 17 17 20 17 -- --
4 7 山田 遼 70 14 14 -- -- 17 25

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 98 IKARI 129 17 25 25 20 25 17
2 77 浜崎 大 127 20 20 20 25 17 25
3 9 武井 真司 82 25 17 -- -- 20 20

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 10 145 25 25 25 25 20 25
2 63 長嶋 重登 114 20 20 9 20 25 20
3 23 滝澤 智幸 94 17 14 17 12 17 17
4 5 82 12 12 20 14 12 12
5 17 KenRyu 67 10 10 14 9 14 10
6 51 春山 次男 62 9 9 12 8 10 14
7 66 BANKCY 56 14 17 8 17 -- --
8 7 IKEDA 20 -- -- 10 10 -- --

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 BINGO RACING 186 37 28 23 33 37 28
2 Team KRM 126 21 21 9 14 26 35
3 911Service 68 9 8 15 10 13 13

富士

鈴鹿 富士

順位 ドライバー名

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

鈴鹿 富士

鈴鹿

鈴鹿

鈴鹿

富士鈴鹿

鈴鹿 富士
累計ポイント

岡山 富士

Pro Class Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

Team Ranking

チーム名
鈴鹿

富士

順位

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

累計ポイント
岡山 富士

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Ranking (after Round 6)
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Gallery
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 5-6 Gallery

Rd.5 Pro Class Top 3 Rd.5 ProAm Class Top 3 Rd.5 Am Class Top 3

Rd.6 Pro Class Top 3 Rd.6 ProAm Class Top 2 Rd.6 Am Class Top 3
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